
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
の
白
丁
ミ
我
が
碗
鶴
子

る
が
如
き
下
れ
な
う
◎
余
輩
は
我
國
に
於
い
て
も
斯
の
如

き
會
議
の
開
催
せ
ら
れ
て
、
新
名
稔
の
一
定
せ
ら
る
ご
同
・

蒔
に
馬
考
古
學
者
が
協
力
親
和
す
る
の
扇
面
の
近
か
ら
ん

餓
叩
　
一
｝
一
脇
繊
　
　
　
　
一
（
）
四
　
　
（
一
四
四
山
姫
）

こ
ご
を
望
む
ご
共
に
、
そ
れ
迄
は
努
め
て
蕾
稽
呼
を
使
用

し
て
、
自
己
の
見
解
は
呉
の
注
脚
郷
説
こ
し
て
附
す
る
こ

ご
に
止
め
ん
こ
ビ
を
希
望
す
Q

（
此
章
完
了
）

朝
鮮
の
白
丁
竃

我
が
梶
今
寺

　
「
藝
丈
」
四
月
號
に
掲
げ
ら
れ
薫
る
今
西
攣
士
の
「
朝
鮮

臼
丁
考
」
は
、
近
時
に
於
て
余
輩
が
最
も
多
ズ
の
興
味
を

以
て
精
讃
し
π
る
論
文
の
一
な
り
き
。
朝
鮮
に
於
て
「
白

丁
」
な
る
語
が
、
和
漢
普
通
の
用
例
に
異
な
り
て
、
一
種

の
賎
民
を
表
は
せ
る
こ
ご
に
就
い
て
は
、
余
↓
い
輩
は
か
ね
て

甚
大
の
疑
惑
を
抱
懐
し
き
、
更
に
其
の
二
丁
な
る
賎
民
が

果
し
て
如
何
な
る
由
來
ご
洛
革
ご
を
有
す
る
か
に
間
し
て

我
が
賎
民
の
研
究
上
、
之
を
知
ら
ん
ご
欲
す
る
の
念
頗
る

切
な
り
き
。
而
も
余
輩
未
だ
親
し
く
、
之
を
調
査
す
る
の

機
を
得
ざ
り
し
が
、
今
や
今
西
君
に
よ
り
て
、
其
の
精
密

文
學
博
士

喜
　
田
　
貞
　
吉

な
る
考
讃
を
聞
く
を
得
元
り
。
行
れ
特
に
余
輩
に
取
り
て

最
も
楡
快
を
毒
す
る
所
な
り
こ
す
。

　
今
西
書
に
…
從
へ
ば
、
「
白
T
」
な
汚
、
語
は
朝
鮮
に
於
て
も

も
こ
は
本
邦
並
び
に
漢
士
の
用
例
の
如
く
、
常
民
の
丁
男

を
示
す
の
語
な
り
き
Q
而
し
て
別
に
「
才
人
r
「
禾
尺
な
る

賎
民
あ
り
。
共
に
漂
泊
流
移
の
特
殊
民
に
し
て
、
農
を
事

こ
せ
す
、
枷
器
を
作
り
、
狩
猟
に
從
ひ
、
馬
を
役
す
る
に

長
じ
、
屠
獣
を
業
こ
し
、
女
物
を
以
て
生
活
に
資
す
る
の

習
俗
を
有
す
○
而
も
其
の
爾
者
を
匿
別
し
て
言
へ
ば
、
才

人
の
方
は
歌
舞
遊
藝
に
從
広
し
、
特
に
其
の
配
偶
者
は
所



舞

薦
二
三
を
業
こ
す
る
の
差
異
あ
h
て
、
む
し
ろ
優
偶
の
種

に
証
す
る
も
の
な
り
こ
す
。
儲
れ
ご
も
．
夏
に
湖
り
て
其

の
起
原
を
尋
ぬ
る
に
、
高
麗
吏
に
「
妓
種
本
出
二
於
柳
器
匠

家
こ
ご
も
あ
り
て
、
本
会
は
同
一
の
生
活
欺
態
に
あ
り
し

も
の
＼
如
し
。
李
朝
世
宗
の
代
、
彼
等
を
淫
し
て
溜
男
の

伍
に
班
し
、
之
を
臼
丁
ご
点
す
。
土
を
給
し
、
軍
に
籍
し

從
來
の
所
謂
臼
丁
な
る
李
民
ご
雑
庭
し
て
、
婚
嫁
を
通
せ

し
め
、
以
て
其
の
特
殊
の
跡
を
就
會
よ
り
実
以
し
め
ん
こ

せ
し
な
り
。
其
の
歌
恰
も
我
が
維
新
後
に
於
て
、
繊
多
非

人
の
羅
を
過
し
、
之
を
李
民
に
伍
せ
し
め
し
ご
同
一
揆
に

出
づ
。
而
も
其
の
新
に
挙
民
の
伍
班
に
入
れ
る
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
む

我
に
於
て
蕾
薇
多
非
人
が
新
難
民
こ
し
て
依
然
疎
外
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む

れ
π
る
ご
同
様
に
、
彼
に
嘗
て
も
新
臼
丁
こ
し
て
聖
別
せ

ら
れ
、
奮
來
の
白
丁
ご
混
一
せ
し
め
ん
こ
す
る
の
目
的
を

幽
す
る
能
は
ざ
り
囁
き
。
而
し
て
彼
に
於
て
は
、
落
窪
の
二

丁
な
る
語
が
、
既
に
久
し
く
雅
語
ζ
し
て
、
狸
耳
に
遽
か

り
し
が
故
に
、
も
は
や
李
民
を
呼
ぶ
に
其
の
語
を
以
て
せ

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
■
纂
　
　
朝
鮮
の
白
丁
ミ
我
が
徳
偶
子

す
、
「
臼
丁
」
ご
は
何
時
し
か
此
の
新
臼
丁
を
呼
ぶ
の
樗
こ

な
り
て
、
本
來
の
李
畏
は
却
っ
て
全
く
此
の
総
呼
を
失
ひ

遽
に
臼
丁
こ
し
云
へ
ば
、
才
人
㊥
禾
尺
の
遣
藤
の
名
ご
露
り

了
る
に
至
れ
る
な
り
。
さ
れ
ざ
其
の
臼
丁
な
る
特
殊
民
に

就
い
て
は
、
時
に
或
は
從
・
來
の
系
統
に
よ
り
、
才
白
丁
・
禾

臼
丁
ご
呼
ぶ
事
あ
り
。
か
く
て
後
に
は
才
臼
丁
が
才
人
の

蕾
爾
を
復
し
、
禾
臼
丁
の
み
専
ら
臼
丁
の
爾
呼
を
聾
慨
す

る
に
至
り
し
も
の
、
如
し
。

　
余
輩
今
西
潜
の
此
の
豊
艶
葱
護
み
て
、
直
ち
に
我
が
偲

母
子
の
事
を
連
想
せ
り
。
我
に
於
て
古
人
偲
撫
子
ご
聡
す

る
漂
泊
流
移
の
特
殊
民
あ
り
き
。
彼
等
は
弓
馬
に
長
じ
て

狩
猟
に
從
ひ
画
工
て
歌
舞
遊
藝
を
事
こ
し
、
道
教
棘
を
祭

り
て
雲
助
を
斬
り
、
其
の
婦
女
は
所
謂
遊
女
こ
し
て
、
淫

を
同
等
ぎ
も
客
に
媚
ぷ
。
李
安
朝
以
後
の
文
學
、
其
の
態
を

記
す
る
も
の
少
か
ら
ず
。
申
に
も
大
江
匡
叢
り
「
偲
備
チ

記
」
及
び
，
遊
女
記
」
の
二
篇
は
勧
之
を
描
出
し
て
最
も
詳

な
り
。
よ
り
て
左
に
煩
を
厭
は
す
、
「
朝
野
群
島
」
よ
り
其

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
〇
五
（
四
四
七
）



第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
の
白
丁
ミ
我
が
徳
傷
子

の
全
文
を
抄
鵠
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
蒐
鶴
子
記

　
俺
鶴
子
巻
無
二
宛
居
一
、
無
二
常
家
一
Q
窓
贋
露
頭
、
逐
二
水
草
一
以
移
徒
。
頗

　
類
二
北
歎
群
俗
㌔
男
恥
智
便
二
弓
馬
一
、
以
二
階
悪
夢
鴬
レ
事
O
或
跳
二
鍵

　
劔
一
、
弄
ニ
ヒ
刃
一
、
或
舞
二
米
人
【
、
福
二
桃
榎
一
〇
能
二
生
人
之
態
一
、
殆
近

　
二
熊
龍
蔓
艇
之
戯
一
。
縫
こ
沙
石
｝
爲
二
金
饒
閏
、
牝
こ
草
木
一
爲
こ
鳥
獣
㌔

　
能
〇
二
入
翼
一
£
女
則
露
二
愁
膚
型
押
、
折
腰
帯
急
雷
咲
一
、
施
レ
朱
傳
レ

　
紛
、
偶
血
縁
樂
、
n
求
二
妖
媚
も
父
母
央
笠
不
レ
誠
、
□
丞
錐
レ
逢
二
行
人

　
馳
駅
［
、
不
レ
嬢
一
二
寳
之
佳
・
曾
一
、
懲
（
婆
之
鹸
、
自
軍
二
千
金
［
、
繍
服
錦
衣

　
、
金
銀
鋼
厘
之
臭
、
莫
レ
不
二
悉
有
一
レ
之
。
不
勧
噂
二
畝
轡
、
不
レ
探
閉
二

　
枝
葉
㌔
故
不
レ
醗
二
男
官
一
、
皆
非
二
土
民
も
自
限
一
一
湛
人
一
、
上
不
レ
知
二

　
王
公
一
、
傍
不
レ
至
当
牧
宰
一
、
以
レ
無
二
繰
役
一
、
欝
齢
二
生
之
二
一
〇
夜
盗

　
祭
二
百
瀞
一
、
鼓
舞
嘘
嘩
、
以
所
三
士
助
㌔
東
國
・
奨
濃
②
勢
川
。
逡
江
等
窯

　
爲
魯
毘
罫
、
両
陽
播
州
、
山
陰
野
州
等
黙
、
次
レ
之
、
西
海
雪
中
レ
下
。
共
電

　
鶴
、
則
小
三
日
、
百
三
千
載
、
萬
歳
、
小
君
、
孫
君
等
也
∩
動
二
韓
嫉
之
塵
一
、

　
盤
日
南
レ
梁
。
聞
巻
露
レ
縷
、
不
レ
熊
首
休
㌔
三
襟
藍
鼠
襟
。
足
柄
。
竹
下

　
催
馬
樂
。
里
鳥
子
・
田
歌
・
淋
歌
の
椋
歌
。
辻
款
。
繭
固
・
風
俗
⑧
児
師
。
別
法

　
師
才
類
、
不
レ
醇
二
勝
誹
一
、
郎
動
天
下
之
一
物
眠
り
誰
不
二
哀
憐
叫
巻
哉
、

　
　
　
　
　
　
遊
、
女
　
寵
　
　
　
．

　
二
二
山
城
國
與
渡
津
一
、
浮
二
三
川
下
西
行
一
日
、
謂
二
之
河
賜
一
、
牲
昌
返

砂

．

第
三
號

一
〇
山
ハ
　
（
四
四
八
）

於
山
陽
・
繭
海
・
南
海
三
道
一
之
者
、
莫
レ
不
レ
纒
二
蛯
路
㌔
江
河
南
北
、
邑

々
幅
々
セ
分
レ
流
陶
ご
河
内
躍
㌔
謂
二
之
江
口
唖
。
藍
典
藥
寮
味
原
厨
、
描

器
夢
野
婆
荘
也
。
到
撮
津
圓
一
、
有
二
瀞
崎
。
野
島
等
地
一
・
比
レ
門
連
レ
戸

人
家
無
レ
絶
。
姻
討
匪
レ
群
、
醤
篇
舟
一
、
著
こ
族
船
一
，
以
軸
距
杭
席
㌔
聲

邉
二
漢
雲
州
、
韻
瓢
二
水
風
一
。
纏
廻
盛
人
、
莫
レ
不
レ
忘
レ
家
、
洲
鷹
浪
花
、

釣
翁
商
客
、
舳
纏
相
蓮
．
殆
如
レ
無
レ
水
。
蓋
天
下
第
一
之
樂
地
也
。
江
ロ
、

闘
槻
音
爲
レ
組
、
や
君
・
ロ
日
量
小
馬
。
臼
女
主
殿
。
蟹
島
則
営
城
欝
レ
宗
、

如
意
。
香
燈
9
孔
雀
¢
華
墨
δ
瀬
略
剛
河
派
姫
儒
ど
長
者
一
、
詩
趣
。
宮
子
。
力

命
。
小
見
之
鳩
、
縄
墨
倶
戸
〆
之
再
誕
、
導
通
姫
之
後
也
。
上
自
二
卿
相
一
、

下
及
前
聞
庶
一
、
莫
レ
不
下
接
二
歳
第
一
施
中
門
慶
上
。
叉
爲
昌
人
妻
妾
一
、
段
レ

舅
被
レ
麗
。
難
ユ
賢
人
君
子
一
、
不
レ
藝
垂
行
一
。
南
則
佃
吉
、
西
剛
腱
田
、

雪
田
爲
下
所
二
饗
膳
［
之
誌
上
。
殊
事
二
百
大
夫
欄
、
横
組
紳
之
一
名
也
○
人

名
刻
二
期
之
一
、
勲
及
二
百
千
一
〇
能
蕩
二
人
心
一
、
亦
古
風
亀
田
．
）
長
保
年

中
、
東
三
娠
院
勢
三
際
佐
吉
就
。
天
流
毒
一
〇
此
世
出
定
大
相
國
、
殺
レ
寵
二

小
誌
音
一
。
桧
元
年
中
上
東
門
院
尻
有
二
此
行
㌔
三
時
宇
治
大
相
國
破
レ

賞
二
輪
震
一
。
廼
久
年
中
後
三
野
院
同
幸
聯
雌
馬
祉
一
。
狛
犬
・
戦
等
之
類
、

並
レ
歯
面
來
。
入
興
二
淋
偵
一
、
近
代
え
勝
纂
也
。
絹
櫛
目
、
雲
客
風
人
、
爲
レ

賞
二
遊
女
一
色
自
二
斎
溶
【
、
向
二
河
陽
一
之
時
、
愛
二
江
目
人
一
。
剃
吏
以
下
、

自
二
醸
國
一
、
入
・
江
之
輩
、
牽
轟
崎
人
㌔
皆
以
二
始
見
一
、
爲
レ
事
之
敏

也
Q
所
得
之
物
、
謂
二
之
浜
手
一
、
及
二
目
分
轄
時
一
、
無
恥
至
心
去
，
恐
属



　
　
二
色
興
、
大
小
謬
論
、
不
レ
暑
圏
郵
、
或
切
画
配
絹
尺
ゴ
、
或
分
二
蜘
斗

　
　
三
一
〇
三
二
有
二
隙
李
分
肉
之
法
一
．
其
豪
家
之
倦
女
、
宿
二
上
下
船
一
之

　
　
者
，
謂
二
之
瀧
繕
も
亦
樗
二
戸
三
一
〇
得
二
少
分
之
二
一
、
爲
二
一
日
之
資
一
、

　
　
愛
有
レ
讐
、
依
二
襯
絹
之
名
【
、
舳
坂
二
登
摘
一
、
皆
出
二
九
下
之
三
一
。
留
俗

　
　
之
法
面
。
難
レ
見
二
江
翰
林
序
嚇
、
三
脚
詑
二
其
墜
面
巳
り

請
者
試
み
に
右
の
雨
文
記
す
る
所
を
以
て
、
今
西
君
引
く

所
の
原
交
に
遡
り
、
之
を
朝
鮮
自
了
め
習
俗
に
比
較
せ
よ

、
容
易
に
其
の
双
方
が
、
甚
だ
多
く
相
思
似
せ
る
を
逸
見
し

給
ふ
な
ら
ん
。
藤
蔓
日
建
の
雨
地
、
一
表
帯
水
を
以
て
相

隣
り
、
其
の
民
族
互
に
相
往
來
せ
し
こ
ご
、
太
古
以
來
其

の
傳
あ
り
。
更
に
之
を
石
器
時
代
の
一
物
慰
蹟
に
就
い
て

見
る
に
斗
所
謂
彌
生
式
土
器
の
系
統
に
属
す
る
も
の
は
、

双
方
に
於
て
往
々
類
似
の
も
の
を
卓
見
し
、
特
に
其
の
石

馬
刀
、
石
難
の
如
き
に
至
り
て
は
、
全
然
同
一
芝
原
を
有

す
ご
認
む
べ
き
も
の
を
出
だ
す
な
う
。
是
に
由
b
て
余
輩

は
、
爾
地
が
嘗
て
同
種
の
石
器
時
代
住
民
に
・
よ
り
て
植
民

せ
ら
れ
た
b
し
蒔
期
あ
る
こ
ご
を
信
ぜ
ん
こ
す
○
而
し
て

是
等
の
先
住
土
人
申
に
は
，
往
々
白
墨
の
落
伍
者
こ
し
て

　
　
　
第
三
巻
、
　
難
　
纂
　
　
朝
鮮
の
白
丁
オ
我
が
俺
偏
子

一
種
の
賎
民
こ
な
り
て
後
世
に
遺
さ
る
＼
も
の
あ
る
べ
き

を
想
像
せ
ん
は
、
最
も
自
然
な
る
観
測
な
ら
ざ
る
べ
か
ら

す
。
今
西
君
引
く
所
の
實
際
の
交
に
よ
る
に
、
或
は
之
を

「
異
類
」
ご
云
ひ
、
或
は
之
を
「
別
種
人
」
ご
呼
ぶ
。
蓋
し
彼

等
が
、
普
乙
部
ご
圖
一
民
族
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
を
示
せ
る

語
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
我
が
魂
葦
子
が
、
亦
異

類
と
し
て
指
斥
せ
ら
れ
把
り
し
こ
ご
は
、
之
を
認
む
る
に

難
か
ら
す
。
彼
等
の
亜
流
は
、
茶
田
畠
ず
・
ラ
㊨
猿
曳
勧
萬

　
　
　
　
ゑ
ぴ
ず
が
き

歳
愚
春
駒
爵
夷
二
等
こ
な
り
て
存
す
。
其
の
竹
器
の
製
造
’
馨

業
こ
す
る
は
、
彼
に
於
て
量
器
の
製
造
を
事
ざ
す
る
に
比

す
べ
く
、
彼
此
物
質
の
異
な
る
は
、
爾
地
所
産
の
原
料
の

相
蓮
に
起
因
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
Q
又
彼
等
の
遊
藝
を

以
て
生
計
の
資
こ
な
す
は
、
彼
に
於
て
才
人
に
之
を
見
る

べ
く
、
同
時
に
彼
等
は
所
傭
禁
厭
を
な
し
、
特
に
其
の
婦

　
　
　
い
ち
や
に
　
　
　
る
づ
さ
み
こ

女
が
、
市
子
軸
粋
赫
子
な
ざ
、
し
て
、
・
所
謂
巫
祝
を
業
こ

す
る
も
の
あ
る
は
、
才
人
の
嬬
岬
女
が
藤
傭
卜
巫
を
業
こ
す

ご
い
ふ
ご
揆
を
一
に
す
Q
是
等
の
も
の
は
、
“
水
草
を
逐
う

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
七
　
（
四
四
九
）



　
　
　
策
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
朝
鮮
の
自
丁
ミ
我
が
億
鶴
子

て
移
参
す
る
の
原
飴
鼎
…
態
よ
り
進
み
で
、
既
に
一
定
の
地

に
土
着
し
、
其
の
職
こ
す
る
断
も
、
漸
次
一
業
に
傾
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
く
わ

も
の
な
れ
ざ
も
、
な
ほ
今
に
至
り
て
「
山
窩
」
或
は
…
，
山
家
」

ご
呼
ば
れ
、
依
然
山
谷
に
薙
讃
し
便
を
求
め
て
居
を
縛
す

る
の
蕉
態
を
存
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
す
。
彼
等
は
往
々

静
黙
を
製
し
て
之
を
欝
ぎ
，
時
に
或
は
蠣
盗
を
鯨
業
こ
す

る
も
の
あ
り
。
彼
に
於
て
才
人
整
正
が
、
憲
盗
こ
し
て
指

斥
せ
ら
れ
π
り
し
に
相
似
だ
り
。
阿
波
に
於
て
奮
時
〔
探

辛
し
ご
呼
ば
れ
だ
る
一
種
の
賎
民
あ
り
き
Q
茶
笙
禽
猿
曳

な
ざ
、
伍
し
て
、
常
民
の
下
、
樵
多
の
上
に
澄
か
る
。
伊

、
勢
に
も
「
且
過
」
ご
呼
ば
れ
攣
る
賄
民
あ
り
き
ご
聞
く
・
蓋

し
同
語
に
し
て
、
「
山
窩
」
或
は
「
山
家
」
こ
い
ふ
も
畢
覧
其

の
縛
な
る
べ
き
か
。
其
の
探
禾
の
意
義
は
朋
な
ら
す
（
「
禾

し
字
或
は
「
禾
尺
」
の
「
禾
」
ご
關
係
あ
る
に
あ
ら
じ
か
ご
も

思
は
れ
ざ
る
に
あ
ら
ね
こ
、
未
だ
之
を
立
讃
す
る
の
資
料

を
有
せ
す
。
日
向
に
萬
歳
、
春
駒
を
業
こ
す
る
部
落
民
を

呼
び
し
、
「
タ
コ
タ
ン
」
ご
画
す
る
こ
ご
あ
り
き
O
．
タ
コ
タ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
八
　
（
四
五
〇
）

ン
は
、
彼
等
の
弄
す
る
太
鼓
の
音
の
ト
’
コ
ト
ン
よ
り
摩
れ

る
な
り
、
探
禾
の
語
感
は
叉
ト
ソ
コ
に
し
て
、
同
じ
く
太

鼓
の
暑
よ
り
來
れ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
而
し
て
今
の
山
窩

又
は
山
家
の
名
が
、
果
し
て
探
禾
の
轄
な
ら
ん
に
は
、
彼

等
が
亦
嘗
て
遊
事
に
從
達
せ
し
こ
ご
あ
る
を
示
せ
る
も
の

ご
す
べ
し
。
た
や
其
の
生
活
歌
態
が
遊
藝
よ
b
離
れ
て
、

而
も
な
ほ
山
谷
に
居
を
占
む
る
の
醤
習
を
有
す
る
が
故
に

之
に
宛
つ
る
に
山
字
を
以
て
す
る
に
至
り
し
も
の
に
て
も

あ
ら
ん
か
。
こ
は
試
み
に
言
ふ
の
み
に
し
て
、
嗣
よ
り
確

な
る
所
信
め
る
に
あ
ら
ね
ざ
、
山
窩
が
本
來
偲
皇
子
の
族

な
る
べ
き
こ
ご
は
、
之
を
認
識
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
な
う
。

而
も
彼
等
は
、
豊
川
を
事
こ
す
る
も
の
こ
、
其
の
生
活
斌

態
を
異
に
し
、
自
か
ら
莫
の
間
隔
別
あ
る
も
の
こ
し
て
認

め
ら
る
、
な
b
o
是
れ
實
に
被
に
於
て
、
同
じ
く
「
柳
器

匠
家
」
に
霞
で
な
が
ら
、
後
に
翁
面
、
才
人
の
別
を
な
し

元
る
事
に
思
ひ
合
す
べ
し
○
賎
民
が
時
勢
の
推
覆
に
從
ひ

て
、
其
の
俗
を
愛
じ
、
職
を
改
む
る
の
こ
ご
は
、
維
新
後



に
於
て
蘇
に
實
例
を
見
る
、
こ
ご
多
し
。
日
向
に
於
て
萬
歳
　
‘
桑
乙
。
拳
養
落
筆
重
れ
ば
、
謹
め
拳
民
舞
籍
ぼ

春
駒
等
を
業
こ
せ
る
偲
偶
子
の
部
落
は
、
或
は
前
記
の
如
　
　

朗
ご
る
な
り
。

く
之
を
タ
コ
タ
ン
ご
呼
び
、
或
は
シ
イ
レ
。
ビ
ュ
ー
な
ご
、
　
こ
も
あ
り
。
蔑
を
造
り
、
策
を
造
り
、
籠
を
造
り
、
箕
を

も
話
し
て
所
々
に
曝
せ
し
が
隔
維
新
後
馬
民
ご
伍
す
る
に
．
造
る
。
同
じ
ぐ
竹
器
製
造
者
に
し
て
、
其
の
工
人
の
中
に
は

及
ん
で
、
次
第
に
農
民
こ
な
れ
る
も
の
多
し
。
而
も
な
ほ
　
、
・
今
に
至
ゆ
て
省
賎
民
こ
し
て
疎
外
せ
ら
る
、
し
の
少
か

其
の
間
去
る
部
落
に
於
て
は
・
全
部
落
平
民
の
八
九
割
ま
ら
す
。
而
し
て
其
の
箭
を
造
る
天
を
ク
・
ツ
ご
呼
び
し

で
が
、
，
俳
優
こ
な
り
其
の
残
除
の
少
数
者
が
・
遊
聡
警
溢
　
熱
論
め
り
こ
す
れ
ば
、
彼
等
は
亦
、
遊
女
ご
嗣
じ
く
、
偲

具
方
或
は
農
民
等
こ
な
れ
る
が
如
き
あ
り
。
斯
一
の
如
き
筑
子
即
ち
ク
、
・
ツ
の
族
π
り
し
を
知
る
べ
き
な
う
。

事
は
、
古
代
に
も
必
ず
是
あ
り
し
な
ざ
べ
く
、
本
陣
同
一
　
　
塊
偶
子
の
毘
族
別
所
厩
は
未
だ
詳
な
ら
す
。
後
世
の
茶

の
促
儲
子
に
し
て
、
熾
る
部
落
は
凝
り
て
操
人
形
芝
居
に
　
笙
酌
猿
引
癩
萬
歳
麟
春
駒
な
ざ
砂
部
落
中
に
は
、
今
に
至
り
て

從
事
し
、
労
る
部
落
鳳
、
全
部
竹
器
の
製
造
を
業
こ
す
る
　
同
種
以
外
の
他
部
落
ご
婚
を
通
趣
ざ
る
も
の
少
か
ら
ざ
る

が
如
き
の
2
0
を
撤
す
に
至
れ
る
あ
る
は
、
敢
て
怪
し
む
を
　
が
故
に
、
、
比
較
的
往
時
の
血
統
を
保
存
せ
な
蕩
合
多
か
る

要
せ
ざ
る
な
り
。
偲
偏
子
古
く
之
を
「
ク
ぜ
ッ
」
ご
云
ふ
。
　
べ
く
、
專
門
學
者
が
之
に
人
類
學
的
研
究
を
加
へ
な
ぱ
、

而
し
て
遊
女
を
亦
「
ク
ゴ
ツ
」
ご
呼
び
し
事
は
、
古
歌
其
の
　
或
は
其
の
鋭
気
を
明
か
に
す
る
を
調
べ
か
ら
ん
か
。
セ
や

他
に
例
誰
多
し
。
松
屋
筆
記
に
よ
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
未
だ
其
の
研
究
が
施
さ
れ
、
及
び
其
の
結
果
が
登
表
せ
ら

　
　
　
　
タ
き
　
　
　
　
　
　
　
く
ボ
つ

　
關
東
に
て
籏
を
造
る
者
を
久
具
都
ε
呼
て
画
李
民
お
建
。
め
恩
ヘ
リ
・
　
れ
た
る
も
の
あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
○
然
れ
ご
も
、
余
輩

こ
れ
古
へ
麗
の
醤
て
、
籠
歪
の
護
・
寄
あ
り
き
馨
な
の
素
人
直
撃
察
に
よ
る
に
、
或
る
部
落
の
如
き
は
・
殆
ご

　
　
　
第
三
巻
雑
纂
灘
の
回
る
、
我
が
鶴
子
　
　
　
　
　
第
三
號
δ
九
（
翌
ジ

’



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
海
東
高
偶
傳
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
三
臨
　
　
＝
○
（
四
五
二
）

全
部
所
謂
蒙
古
眼
を
有
せ
ざ
り
き
。
而
し
て
其
の
容
貌
が
「
登
れ
量
に
裏
漏
子
ご
緑
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
こ
は
固
よ

生
活
程
度
の
低
き
割
合
に
、
一
般
に
端
正
な
る
も
の
少
か
　
り
一
の
臆
説
に
過
ぎ
す
古
人
に
所
謂
偲
偏
子
が
、
亦
必
す

ら
ざ
る
こ
ご
、
ひ
ξ
り
衆
口
の
之
を
言
ふ
の
み
な
ら
す
、
　
し
も
一
の
軍
純
な
る
民
族
こ
の
み
限
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

叉
余
輩
の
不
完
全
な
る
観
察
に
よ
る
の
み
な
ら
す
、
往
時
　
あ
る
べ
き
は
、
言
を
侯
π
す
ご
雛
、
ε
も
か
く
も
之
を
先

に
於
て
彼
等
の
婦
女
が
遊
女
こ
し
て
賞
翫
せ
ら
れ
、
現
時
　
住
土
人
の
後
商
こ
し
て
見
ん
は
、
蓋
し
安
當
の
見
解
な
ら

に
於
て
其
の
或
る
部
落
の
殆
ご
全
部
が
、
俳
優
を
螢
業
ご
　
ん
か
。
而
し
て
朝
鮮
の
才
人
㊥
白
丁
、
碧
雲
一
系
統
に
鵬

せ
る
も
の
も
あ
る
の
事
實
に
徴
す
る
も
、
容
易
に
想
像
し
　
す
る
も
の
ピ
誌
め
ら
る
～
な
り
。

得
ら
る
べ
き
な
り
。
之
を
日
本
記
に
見
る
に
、
古
代
に
於
　
　
右
今
西
君
の
考
謹
を
讃
み
つ
》
戚
じ
要
る
所
を
、
簡
軍

て
婦
女
の
容
貌
の
美
を
言
ふ
も
の
、
大
部
分
九
州
南
部
な
，
に
記
違
せ
る
の
み
。
な
ほ
三
景
子
の
事
は
、
道
祀
紳
ご
關

る
熊
襲
隼
人
の
域
に
存
す
。
而
し
て
其
の
隼
人
は
、
風
俗
　
潤
し
て
、
他
日
詳
細
登
表
の
機
あ
ら
ん
こ
ご
を
記
す
。

の
歌
舞
を
奏
し
、
俳
優
な
り
こ
し
て
傳
へ
ら
る
＼
な
り
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
五
月
＋
九
二
）

丈
學
士

今

西

龍

　
海
東
高
僧
傳
二
世
。
淺
見
倫
太
郎
愚
息
三
年
前
之
を
京
　
も
の
今
回
大
日
本
佛
敏
全
書
の
遊
方
傳
叢
書
第
二
の
中
に

城
に
獲
て
更
に
“
本
を
謄
饗
し
黒
板
勝
美
氏
に
賂
ら
れ
し
　
慰
め
刊
行
せ
ら
勉
沈
り
。
此
書
は
余
嘗
て
京
城
淺
見
氏
の


